
寄附講義「会社研究」  第 1３回目（第 1４回）  

 令和 2 年 8 月 1 9 日  1 3 時 1 0 分  

 講師  有限会社  大分合同新聞社  

上席執行役員   

経営企画副本部長兼総合企画室長  

伊達  英寿  氏   

テーマ   「地方紙とは」  

～地域とともに考え、豊かな大分の明日を開く～  

 

新 聞 の 役 割 ・ 使 命 か ら 入 り 、 大 分 合 同 新 聞 社 の 概 要 や 新

し い 展 開 に つ い て 話 さ れ ま し た 。  

新 聞 が 無 く な る と フ ェ イ ク ニ ュ ー ス が 溢 れ る 、 世 に 出 る

べ き 情 報 が 埋 も れ る 、 強 者 の 監 視 機 能 が 失 わ れ る 等 の 弊 害

が も た ら さ れ ま す 。 そ れ を 新 聞 が 無 く な っ た ア メ リ カ の い

く つ か の 州 の 例 、 大 分 合 同 新 聞 が 取 り 上 げ た 議 会 の 政 務 活

動 費 の 例 等 を 挙 げ て 説 明 さ れ ま し た 。 ま た 、 出 来 事 を つ ぶ



さ に 記 録 す る ア ー カ イ ブ と し て の 役 割 も 重 要 で す 。  

次 い で 、大 分 合 同 新 聞 に つ い て 。明 治 1 9 年 に 前 身 の「 豊

州 新 報 」が 創 刊 さ れ て 1 3 4 年 に な り ま す 。従 業 員 3 4 0 名 の

う ち 女 性 は 1 0 5 名 。 東 京 ・ 大 阪 ・ 福 岡 に 支 社 が あ り 、 県 内

に 4 総 局 、11 支 局 が あ り ま す 。大 分 県 内 で の 占 有 率 は 5 9 . 7 %

で 2 位 読 売 新 聞 の 1 5 . 8 %を 大 き く 引 き 離 し て い ま す 。  

働 き 方 改 革 に 取 り 組 み 、 最 大 で 2 年 間 の 育 児 休 暇 制 度 の

取 得 率 は 1 0 0 %だ と の こ と で す 。  

社 是 は「 大 分 を 豊 か に 」、企 業 理 念 は「 と こ と ん 地 域 密 着 」

で す 。 他 紙 や テ レ ビ な ど 全 て の メ デ ィ の 中 で 大 分 合 同 新 聞

が 提 供 す る 県 内 の 情 報 量 は 突 出 し て い ま す 。 一 面 ト ッ プ は

い つ も 地 元 ネ タ で す 。  

情 報 の デ ジ タ ル 化 が 進 み 、 一 方 で 新 聞 配 達 員 の 確 保 が 困

難 に な る な ど の 環 境 変 化 に 対 し て 様 々 な 対 応 を 行 っ て い ま

す 。 全 国 の 地 方 紙 で 初 め て 導 入 し 、 最 後 ま で 維 持 し て い た

朝 夕 刊 同 時 発 行 を こ の 春 廃 止 し た 一 方 で 、 G V  P R E S S を 始

め ま し た 。電 子 版 オ ン ラ イ ン G AT E に も 力 を 入 れ て い ま す 。

大 分 合 同 新 聞 の 購 読 者 は よ り 早 く 、 詳 し く 、 深 く オ ン ラ イ

ン で 閲 覧 す る こ と が 出 来 ま す 。  

そ の 他 、各 部 署 の 仕 事 内 容 、新 規 に 取 り 組 ん で い る 業 務 、

1 4 社 に 及 ぶ グ ル ー プ 企 業 な ど 、大 分 合 同 新 聞 を あ ら ゆ る 角

度 か ら 説 明 さ れ ま し た 。  

大 分 大 学 と の

関 係 で は 、 2 0 1 5

年 に 連 携 協 定 を

結 び 、 経 済 学 部

と の 連 携 授 業 を

実 施 し ま し た 。

経 済 学 部 創 立

1 0 0 周 年 の 記 事

も 優 先 的 に 掲 載

し て い ま す 。 最

近 で は 8 月 1 3

日 に 見 開 き で 大

分 大 学 の 広 告 が 載 り ま し た 。  

最 後 の 質 疑 で は 、学 生 か ら 多 く の 質 問 が 寄 せ ら れ ま し た 。 



“ な ぜ 地 域 密 着 な の か ”  

“ 他 の メ デ ィ ア と の 連 携 と は ”  

“ 大 分 の 地 域 課 題 は “  

“ 新 聞 は 将 来 無 く な ら な い か ”  

“ コ ロ ナ で 大 分 の 何 が 変 わ っ た か ”  

“ ど の 仕 事 が 講 師 の キ ャ リ ア 形 成 に 役 に 立 っ た か ”  

 

本 日 の 講 義 を 聴 講 し た 学 生 は 、 明 日 か ら 新 聞 を 見 る 目 が

変 わ っ た の で は な い で し ょ う か 。  

 新 聞 社 の 興 味 深 い お 話 を あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


